
社会医学研究．第25号．Bulletin of Social Medicine, No.25 2007 

－63－ 

       日本社会医学会会則         
 
 第１条 （名称）本会は、日本社会医学会という。 
 第２条 （目的）本会は、会員相互の協力により、社会医学に関する理論及びその応用     に関する研究が

発展助長することをもって目的とする。 
 第３条 （事業）本会は、その目的達成のため、次の事業を行う。 
          １．研究会の開催 
      ２．会誌、論文集などの発行 
          ３．その他必要な事業 
  第４条   本会は、会の目的に賛同し、会費を納める者で構成する。 
  第５条   （役員とその選任） 
      本会には、理事よりなる理事会、評議員よりなる評議員会及び監事をおく。理事、評議員、監事の任期

は3年とし、再任を妨げない。 
   第２項 評議員は、会員の直接選挙によって選出される。また、理事及び監事は、評議員会の互選によって選出

され、いずれも総会において承認されなければならない。 
    第３項 本会の監査は、監事がこれに当たる。監事の任期は３年として再任を妨げない。 
  第６条  （役員の定数、及び選出細則） 
        理事、評議員、及び監事など本会役員の定数、及び選出方法の詳細は選出細則によって別に定める。 
 第７条  （総会と事業の運営、及び議決） 
      年次予算、会則、会則変更等重要事項の決定は、総会の議決を経なければならない。 
   第２項  理事会は、理事長のもとに承認された事業を執行するとともに、予算及び決算、事業計画を評議員会の

承認のもとに総会に提出する。 
   第３項 総会は、委任状を含め、会員の４分の１以上の出席で成立する。 
   第４項 理事会、評議員会は、委任状を含めて定数の３分の２以上の出席で成立する。 
 第８条 （会費）会費は年額5000円とする。学生・大学院生は年額2000円とする。会員は、無料で会誌の配付、諸

行事の案内を受けることができる。ただし、研究会の開催など特別に経費を要する場合は、その都度、

別に徴収することができる。 
第９条 （名誉会員）満70歳以上の会員のうち、世話人・理事経験のある者、またはそれに等しい功績があると

総会で認められた者は、名誉会員に推薦することができる。 

名誉会員は、会費納入を免除される。 
 第10条  本会は、会員の希望により各地方会をおくことができる。 
 第11条   本会の諸行事、出版物などは、会員外に公開することができる。 
 第12条   本会の会計年度は、毎年７月に始まり、翌年６月に終わる。 
 
      １．１９６０年７月施行 
      ２．１９７９年７月一部改正 
   ３．１９９３年７月一部改正 
   ４．１９９６年７月一部改正 
      ５．１９９９年７月一部改正 
      ６．２０００年７月一部改正 
   ７．２００２年７月一部改正 
   ８．２００４年７月一部改正 

   ９．２００６年７月一部改正 

 

 

       日本社会医学会役員選挙細則 
                                                                 
１．（評議員の選出及び定数）評議員は、１０名連記による全会員の直接投票によって選出される。評議員の定数は、

会員１０名につき１名を原則とする。 
２．（理事の選出及び定数）理事は、評議員会での互選によって選出される。理事の定数は、１０名以内とする。選

出された理事は、総会で承認されねばならない。理事会は、上記１．の規定にかかわらず、性、地域、職種、

年令等を考慮して、指名によって若干名の評議員を追加することができる。 
３．（理事長の選出）理事長は、理事会での互選によって選出される。選出された理事長は、総会で承認されねばな

らない。なお、理事長は、上記２．の規定にかかわらず、指名によって若干名の理事を追加することができる。 
４．（理事長の代行の選出）理事長は、事故等の理由で職務を遂行できない場合を想定して、理事の中からあらかじ

め理事長代行を指名する。 
５．（監事の選出及び定数）監事は、評議員会において理事に選出された者以外から互選する。選出される監事の定

数は２名とし、総会で承認されねばならない。 
 
 （２０００年７月） 




